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「学校づくりアンケート」結果報告と学校評価について 

  

１２月に３･５年の児童と２･４･６年の保護者の皆様を対象に｢学校づくりアンケート｣を行いまし
た。保護者の皆様には、お忙しい中、ご回答いただきましてありがとうございました。このアンケー
トは､学校の教育活動のあり方を振り返り､次年度に向けて改善する手がかりとして､毎年､実施
しているものです。その結果をお知らせいたします。 
 また、今年度から、皆様のご負担を軽減するため、スマートフォンからでも回答できるよう新たな
方法も取り入れさせていただきました。遅ればせながら学校も順次、時代に合わせたシステムを
導入してまいります。どうぞご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 
 

（Ａ：とてもそう思う Ｂ：そう思う Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：思わない） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－集計結果からの考察－ 
 
 児童の集計結果は、３，５年生まとめての数字になっていますが、どの質問についてもほぼ A,B
評価になっており、比較的安定した学校生活が送れたのではないかと感じられます。ただし、個
々の質問に対して細かく見ていくと、大庭小学校の児童が抱えている課題も表れており、教職員
とも共有しながら、次年度の指導方針に繋げていかなければならないと考えています。 
 

・今年度コロナ禍の中でしたが、「学校に楽しく通うことができている」という質問に対し、児

童の回答は A,B あわせて 90％近くになっています。制限が多かった学校生活にも関わら

ず、楽しく学校生活を送れたことに安堵の気持ちを持つとともに、次年度はしっかりとした教

育活動に戻せるよう努めてまいります。 

・授業について児童は、「授業の内容はよく分かる」という質問に A,B あわせて 86.7％、「興

味を持ち、勉強に取り組んでいる」という質問については、A,B あわせて 85.3%という数字

になりました。今年度はペア学習やグループ学習が制限されてきました。次年度は、自由に、

そして活発に意見交換を行うなど、授業形態や支援方法を工夫しながら、日々の授業を進

めていきたいと思います。学習意欲を高めることが、分かる授業への大切なプロセスでもあ

るので、教職員と共に授業改善を進めてまいります。 

・「自分の思いを表現している」という質問に対しては、児童の 87.5％が A,Bを選択していま

すが、詳しい数字で見ると３年生で Aを選択した児童は 45.6％、５年生で 28.6％と下がっ

ています。学習内容が難しくなることもありますが、自信を持って表現できる児童の育成をよ

り一層大切にしたいと思います。 

・「行事は楽しい」という質問に対して、行事が少なかった今年度であっても児童の 97.5％、

保護者の方の 92.4％が A,B の回答を選択していました。児童の思いを汲みながら、できる

ことを行った結果です。どんな状況下にあっても、教職員側の工夫は大事であることを改め

て思い知らされました。気を引き締めると共に、次年度は様々な行事に取り組んでいきます。 

・「困った時に相談ができる」という質問に対しての回答では、児童の 77.2％と保護者の方

の 80.5％が A,B を選択していました。他の質問に比べて低かったことは、今年度気軽に話

をすることができなかったことだけではなく、まだまだ相談体制が徹底できていないのだと思

います。引き続き、児童や保護者の方の困り感に寄り添った支援や相談ができるよう体制づ

くりを進めていきます。 

・今年度は保護者の方の最後の質問に「感染症対策を適切に行っている」を追加しました。

A,B あわせて 91.2％になりました。次年度がどのような状況になるかはわかりませんが、 

引き続き気を緩めずに、安全面を大事にした教育活動を行っていきます。  

 

 

 

 以上の考察から、本校の教育活動では、学校行事や児童指導についてはある程度評価
をいただけていると捉えます。しかし、まだまだ課題は多くあります。児童にとって楽
しい学校となるべく、「わかる授業」「学習への興味・関心」「自己表現」「相談のし
やすさ」など、改めてご指摘いただいた点について、教職員と共に改善を進めていきた
いと思います。すべての児童が楽しく学校生活を送るために、我々がなすべき事をしっ
かり見据えた学校教育に引き続き取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 



－学校関係者評価－ 
 今年度は、緊急事態宣言下の中、お集まりいただくことが困難であったため、「学校づくりアン
ケート」の集計結果を学校評議員の皆様にお送りし、本校の教育活動に対するご意見やご要望
を返信していただきました。以下、抜粋させていただきます。 
 
・従来通り、子ども・教職員・保護者の生命、身体、その他の安全第一を中心として、その時々の
状況・環境に合わせて、学習、諸行事を自信を持って推進していっていただきたい。 
・子どもたちが「学校に行くことが楽しい」と９割回答したのは、嬉しいことです。 
・年度ごとに反省をすることは大事です。謙虚に反省し、さらなる向上を目指してほしいです。 
・全般的に「大庭小づくり」は共感・共有化が進んでおり、望ましい方向で教職員が取り組んで
いることにお礼申します。 
・「楽しい学校」という質問で、児童はポジティブが 90％であり、保護者も 94％が評価してい
る。またその表れの一つには、学校の行事の評価があるが、児童 97％、保護者 92％がポジテ
ィブな評価であり、学校全体では共感そして共有されて満足度が高い状態にある。大事な友だ
ち関係でも児童の 93％は良好、保護者の 95％も仲良くしているとされ、楽しい学校の裏付け
でもあるだろう。これらの項目も多数で評価するが、ネガティブな意見及び評価する少数者は
必ずいるものなので、耳を傾けておいてほしいところです。 
・授業内容が分かり、興味を持ち勉強に取り組む…能力差もありばらつく可能性の高い項目で
あろうが、児童 85％、保護者の評価も 95％とポジティブな回答を得ているので児童へのこの
共感度、そして共有度は高いと思えます。 

 
・困ったときの相談…児童は 77％でそう思い一方で 23％がそう思っていない。23％という比率
はアンケート項目の中ではネガティブ回答が一番多い。児童も自我があり簡単には相談しやす
さの向上は困難で、よい状況であろうと思われる。また、たぶん担任の先生はそのような児童に
気がついていると想像しますが守秘を守りながら引き続き児童とのコミュニケーションを取るよ
り方法はないであろう。 
・間違った時の指導やいじめに対する指導では、児童は間違っていた時、またいじめがいけない
という指導はそれぞれ 97％、98％と高い評価をしており、非常に良い教育がなされていると思
われる。 
・教育目標・指導方針については、保護者の 82％が良しとしており、かなり共有化されており学
校の努力は評価されていると思われます。感染症対策についても保護者の 92％が是認してお
り学校としては満足指導であったと思われます。 
（地域の見守りについて） 
・大庭地区において様々な活動団体があるが、必ずしも問題が共有化され、相互のコミュニケー
ションがなされていないように思われる。それだけこの大庭地区は高齢化で児童が少ない地域
ではあろうが、児童の環境としては住宅地区であることがかえって児童への配慮が不足してい
るのかもしれない。自治会活動も高齢化と少子化で担い手不足など曲がり角にきているように
思える。 
・地域の見守りでは安全確保が重要であろう。駒寄の交通事故だけでなく、危険な現場は多
い。また、交通マナーの徹底も必要。大庭小でも送りにくる保護者も安全性に気をつけてもらい
たい。 

 
     

以上のアンケート結果や学校関係者評価でいただいたご意見を参考に、次年度は 
さらに教育活動の改善を図ってまいります。ご協力ありがとうございました。 

     なお、学校づくりアンケートの自由記述欄を通していただいたご意見とそれに対する 
説明・回答を３月中にホームページに掲載いたしますので、ご覧いただければ幸いです。 

 
     一年間、大庭小学校の教育活動に多大なるご理解ご支援をいただきまして本当に 

ありがとうございました。心より感謝申し上げます。 
来年度もまた、大庭小学校の児童のためにどうぞよろしくお願い申し上げます。 


